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ヤドリギツグミ Turdus viscivorus はヨーロ

ッパのほぼ全域と中央シベリア，中央アジア，

ヒマラヤ山脈西部にかけて分布し，冬は分布域

内の南寄りの地域や北アフリカ，パキスタン北

部などで越冬する（Cramp 1988，Clement & 

Hathway 2000）．著者らは 2013 年 12 月に三

重県紀宝町の農地で本種を発見し，2014 年 4

月まで継続して観察した．本種は国内からの記

録がこれまで 4 例しか知られていない記録僅少

種であり，また国内からの確実な越冬事例は初

めてであるため，ここに報告する．

観察記録

本個体は 2013 年 12 月 17 日午前 11 時頃，

三重県南牟婁郡紀宝町井内（北緯 33°47′19″，

東経 135°59′16″）の刈り取り済みの稲田に

降りているところを第一著者が発見した．その

後も同所に滞在し，2014 年 4 月 8 日が終認で

あった．

本 個 体 は 同 時 に 観 察 さ れ た ツ グ ミ T. 

naumanni eunomus と似た体形をしていたが，

ツグミより明瞭に大きく，ぼってりとした体形

であった．頭上から背，腰，上尾筒にかけての

体上面はオリーブ色みのある灰褐色で，腰付近

はやや淡く，上尾筒の羽縁は汚白色だった（図

1）．尾は黒褐色で，R2–5 の内弁先端部と R6

の外弁および内弁羽先側は汚白色だった（図

1）．翼部は黒褐色で，中・大雨覆の羽先に小さ

な汚白色斑が見られた．内側・外側大雨覆の間

には明瞭な長さの差が認められた．また，下雨

覆は白っぽく見えた（図 2）．顔と耳羽は灰白

色で，耳羽を囲むように黒褐色の縁取りがあっ

た．眼の周囲には汚白色のアイリングがあった．

腮から喉，胸，腹，下尾筒にかけての体下面は

白っぽく，側胸から脇にかけてはバフ色がかっ

ていた．腮から喉にかけては黒褐色の縦斑があ

り，上胸から下腹にかけては丸みのある黒褐色

の斑がぼつぼつとあった．側胸は斑がにじんだ

ように黒褐色のパッチ状に見えた．下尾筒には

黒褐色の軸斑があった．嘴は淡褐色で，先端部

が黒っぽかった．脚は明るい肉色だった．

本個体は，モズ Lanius bucephalus に追尾さ

れた際に，エナガ Aegithalos caudatus にやや

似た「ジュルジュル」という声や，「キャッキ

ャッ」と聞こえる声を発した．また，天気の良

い日に畦で休息している時に「ヒー，ヒー」と

聞こえる高くか細い声を発した．

滞在中ほとんどの期間において，刈り取

り済みの開けた稲田の地上で探餌し，300m

× 150m の範囲から離れることはほとんど

なかった．単独で行動し，農耕地でミミズ類

Oligochaeta やタニシ科 Viviparidae などの小型

巻貝，小型のカエル目 Anura などを捕食した．

警戒心は弱く，5m ほどの距離で観察されたこ

ともあった．上空をハイタカ Accipiter nisus が

舞った時や，モズに追尾された時には一時的に

稲田を離れ，隣接する山林に逃げ込むことがあ

った．また，稲田に隣接する林縁のハゼノキ

－短報－



160

Toxicodendron succedaneum (L.) Kuntze の 実

を食べることもあった．

考察

先述した大きさや体形，体色の特徴から，本

個体はツグミ亜科 Turdinae に属すると考えら

れた．同亜科に属する種のうち，ツグミより

明瞭に大きく，上面が一様で斑がなく，体下

面に丸みのある黒褐色斑があるのはセアカト

ラツグミ Zoothera mollissima，オナガトラツ

グミ Z. dixoni，ヤドリギツグミである．この

うち，セアカトラツグミは上面に赤褐色みが

あり，雨覆の羽先に斑がなく，体下面には黒

褐色の横斑があるため（Clement & Hathway 

2000）本個体と異なる．オナガトラツグミは

上面のオリーブ色みが強く，体下面の黒褐色

斑は三日月形であるため（Clement & Hathway 

2000）本個体と異なる．また，本個体の体色

や模様はウタツグミ T. philomelos，チベット

ウタツグミ T. mupinensis とも類似する．しか

し，ウタツグミはツグミより小型で（真木ら 

2014），尾が短く（Clement & Hathway 2000，

Svensson et al 2009）， 体 下 面 の 黒 褐 色 斑 は

上方で尖り（Van Duivendijk 2011，五百澤ら 

2014），下雨覆は淡い黄褐色またはバフ色で（高

野 1995，Clement & Hathway 2000，Brazil 

2009，Svensson et al . 2009，Van Duivendijk 

2011，五百澤ら 2014，真木ら 2014），上面

はより褐色みが強いため（Clement & Hathway 

2000，Van Duivendijk 2011，五百澤ら 2014，

表 1. 国内におけるヤドリギツグミの記録
Table 1. Records of Mistle Thrush observation in Japan.

 記録年月日 都道府県 地名 個体数 状況 出典

Date Prefecture Place No. of individuals Status Reference
愛知県 名古屋市小幡緑地 観察・撮影 Brazil 2003, 川路ら 2003
Aichi Obata Ryokuchi, Nagoya Observed/Photographed Brazil 2003, Kawaji et al. 2003
福岡県 相の島 観察・撮影 宮崎 2002
Fukuoka Ainoshima Observed/Photographed Miyazaki 2002
石川県 輪島市海士町舳倉島 観察・撮影 平野・尾崎 2002
Ishikawa Hegurajima, Kaishi-cho, Wajima Observed/Photographed Hirano & Ozaki 2002
石川県 輪島市海士町舳倉島 観察・撮影 新山英憲氏私信
Ishikawa Hegurajima, Kaishi-cho, Wajima Observed/Photographed Hidenori Niiyama pers. comm.
三重県 南牟婁郡紀宝町 観察・撮影 本報告
Mie Kiho-cho, Minamimuro-gun Observed/Photographed This report
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図 1. 三重県紀宝町で観察
されたヤドリギツグ
ミ．2014年4月1日，
撮影：中井節二

Fig. 1. Mistle Thrush observed 
in Kiho-cho, Mie Pref.  
Photographed by S . 
Naka i  on  Apr i l  1s t , 
2014, 
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真木ら 2014）本個体と異なる．また，外側尾

羽先端の白色部はウタツグミにはない（Jonsson 

1992，高野 1995，Clement & Hathway 2000）．

チベットウタツグミはウタツグミとよく似て

おり，ウタツグミよりわずかに大きい程度で，

眼の下と後方に二本の明瞭な黒斑があるため

（Clement & Hathway 2000）本個体と異なる．

以上から，本個体をヤドリギツグミと判断した．

なお，類似種の和名については山階（1986），

世界鳥類名勉強会（2002）に従った．

ヤドリギツグミは 3 亜種に分類されること

が多い（Svensson 1992，Clement & Hathway 

2000，del Hoyo et al. 2005，Clements 2007，

Gill & Donsker 2014）．亜種間の差は連続的だ

が，東側に分布するものほど体色が淡色にな

る（Clement & Hathway 2000）．最も東に分布

する亜種 T. v. bonapartei は，ヨーロッパに分

布する基亜種 T. v. viscivorus と比較してわずか

に大きく，翼が長く，体上面が淡色で灰色みを

帯び，体下面は白っぽく，暗色斑は黒みが乏し

い（Clement & Hathway 2000）．第二著者は冬

季にイギリスで基亜種を複数回観察しており，

それらと比べて本個体はより体上面の褐色みが

乏しく，体下面は白っぽく，暗色斑は黒みが乏

しいように感じられた．したがって，本個体は

亜種 T. v. bonapartei の可能性が高い．しかし，

基亜種でも東側に分布するものほど体色が淡

色になる傾向があるうえ（Clement & Hathway 

2000），本種は個体ごとの体色の差が大きく

（Cramp 1988），野外観察のみから亜種を断定

することは難しい．

本個体の大雨覆は内側と外側の各羽の間に長

さと模様の差があり，内側と比較して外側大雨

覆は短く，汚白色の羽縁の幅がやや太い．本種

の成鳥は繁殖後の完全換羽において大雨覆をす

べて換羽し，長さと模様が一様になる一方，幼

鳥は部分換羽により第 1 回冬羽を獲得する際に

外側大雨覆に幼羽を残すことがあり，そういっ

た羽根は短く，羽縁の幅がより太い（Svensson 

1992，Van Duivendijk 2011）．大雨覆の特徴

から，本個体は第 1 回冬羽と考えられる．本個

体の性は特定できなかった．

本報告は本種の国内 5 例目の記録であり（表

1），初めて越冬が確認された事例である．国内

でのこれまでの記録として川路ら（2003）は

他に 2 例を記載しているが，いずれも検証可能

な写真などの客観的証拠がなく，ここでは除外

した．なお，真木ら（2014）に掲載されてい

図 2．三重県紀宝町で観察されたヤドリギツ
グミ．2014 年 1 月 12 日．撮影：中井節二．

Fig. 2. Mistle Thrush observed in Kiho-cho, 
Mie Pref. Photographed by S. Nakai on 
January 12th 2014.
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るのは本個体である（大西敏一氏私信）．

本種はヨーロッパのほぼ全域と中央シベリ

ア，中央アジア，ヒマラヤ山脈西部にかけて分

布し，冬は分布域内の南寄りの地域や北アフ

リカ，パキスタン北部などで越冬する（Cramp 

1988，Clement & Hathway 2000）．分布域の

東端はバイカル湖南西部であり（Cramp 1988，

Clement & Hathway 2000），分布域の北・東部

に分布するものは長距離の渡りをすると考えら

れる（Cramp 1988）．亜種 T. v. bonapartei は

オビ川以東からイェニセイ川流域，バイカル湖

南西部，およびアルタイ・天山山脈付近，新疆

北・南西部から中央アジア，ヒマラヤ西部にか

けて分布し（Clement & Hathway 2000），ロシ

アに分布する個体群は冬にカザフスタン南部や

タジキスタン，中東まで移動すると考えられる

（Cramp 1988）．長距離の渡りを行う北東部の

個体が，三重県紀宝町に迷行した可能性が考え

られる．なお，本個体には翼部・尾の不自然な

摩耗や嘴・脚の瘤など，飼育個体のかご脱けを

示唆する特徴は見られなかった．

本論文の執筆にあたり，情報や資料をご提供い

ただいた池長裕史氏，大西敏一氏，矢田新平氏，

2013 年の石川県舳倉島での記録についてご教示い

ただいた新山英憲氏，論文の改良のための有益なコ

メントをいただいた所崎聡氏，渡部良樹氏，山崎剛

史氏，そして二名の審査者の方々に感謝申し上げる．
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Wintering Record of a Mistle Thrush Turdus viscivorus in Kiho-cho, Mie Prefecture, 

western Japan
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A Mistle Thrush Turdus viscivorus  with the first winter plumage was observed from 

December 17th 2013 to April 8th 2014 in Kiho-cho, Mie Prefecture, western Japan. This is the first 

wintering record and the 5th observation of the species in Japan. 
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